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本課題候補のコンセプトと社会課題解決の方向性

ネットゼロの実現に向けて、エネルギーバリューチェーン全体でゼロエミッションエネルギーを使い
こなす統合的なスマート（デジタル）EMSの早期構築を目指す

目指すべき
社会像

方向性

社会的
課題

• 2030年代にCO2排出を大幅削減するため再生可能エネルギー主力のエネルギーシステムへの移行を目指す

• 脱化石燃料およびエネルギー安定供給のために、風力や太陽光発電（PV）、バイオマス等の再生可能エネルギー
のエネルギーシステム全体への貢献の最大化、その導入に不可欠な蓄電池を含むエネルギーネットワーク及びエネル
ギーマネジメントシステムの構築といったエネルギーイノベーションが必要

• 国内外のEMSはBEMS（Building EMS）などの建物レベルあるいは狭い街区（スマートコミュニティ）が中心であり、
より広いエリアでエネルギー融通を含めて、偏在する再生可能エネルギーを最大限活用する

• データ駆動型社会においてエネルギー需給の場面では、次世代スマートメータデータ、自動車走行データ、人の移
動データ（スマホ位置情報）、IoTデータ等を収集・蓄積・分析し、リアルタイム制御に活用する、いわゆるスマート
EMSの実装が求められ、カーボンニュートラル実現を加速化する役割を担う

•エネルギー需給マネジメント、エネルギーの生産・変換・貯蔵・輸送、電力・熱を含めたエネルギー最
適利用のエネルギーバリューチェーン全体で再生可能エネルギーを中心とするゼロエミッションエネル
ギーを使いこなす統合的なスマート（デジタル）EMSを早期に構築し、脱炭素と同時に利便性・効
率向上を図る。

コンセプト

「エネルギー消費の効率的利用・低減」、「電力需給の安定化」を図るのがエネルギーマネジメントシステム（EMS）。
地域におけるエネルギーの変換・貯蔵（水素、合成燃料を含む）及び利用に係る技術の更なる効率化・高度化、デー
タ活用に加え、電力利用だけでなく熱利用を含む需給調整を可能とするスマートエネルギーマネジメントシステムを構
築する。また、それを支えるエネルギーキャリア関連技術、分散型エネルギー資源活用技術の確立も目指す。
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エネルギーチェーンに基づくスマートエネルギーマネジメントシステム

本課題候補のコンセプトイメージ図を現在作成中
エネルギーバリューチェーン全体最適化を狙う

化石燃料・燃料供給
• 石炭
• 石油
• 天然ガス

発電
• 火力

再生可能エネルギー
• 太陽光
• 風力
• 小水力

自然熱
• 太陽熱
• 小規模地熱
• 河川水、井水

バイオマス
• 小規模バイオマス

• ガス輸送
• 液体燃料輸送

• 蓄熱
• 熱輸送

• 蓄電
• 送電・配電

•水素・アンモニア貯蔵・輸送
•水素・アンモニア供給

民生

• 照明
• 家電
• 厨房機器

• 空調・冷凍機
• 給湯器
• 情報機器

産業・運輸

• 自動車
• 航空機・船舶・鉄道
• 工業炉
• 生産ライン

熱マネジメント

• コジェネレーション
• 燃料電池
• ヒートポンプ

生
産

流
通

消
費

都市排（廃）熱
• ごみ • 下水

再エネ電力

• 水素・アンモニア製造

IoTプラットフォーム

• センシング制御
• データ解析

エネルギー
マネジメントシステム

• 需要家側EMS
• 系統側EMS

• 地域EMS

情
報

サイバー層物理層

情報
燃料
水素・アンモニア
電気
熱

ネットワーク･インフラ
導管・配線・無線

自然熱

水素・
アンモニア
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2030年代にグリーン成長戦略における重要分野の一つである次世代エネルギーマネジメント
システムを本格的に普及させることを目標としている

本SIP課題の位置付けと狙い

• 背景、政策・制度の視点：分散型エネルギー資源（DER）のマネジメントは、グリーン成長戦略におけ
る重要分野の一つ 「住宅・建築物・次世代電力マネジメント」に位置付けられている。エネルギートラン
ジションのため、2030年代に本格的に普及させることが目標

• 多数の各種DER、エネルギーキャリアの需給制御には需給予測、運用制御、取引・清算に至るプラット
フォームが必要

• 現状、水素システムなどはこのプラットフォームの外。スマートモビリティとのセクターカップリングなども
十分なデータ連携が出来ていないため、取り組むべき大きな課題

• 熱エネルギーと電力エネルギーの統合利用はできていない

• 技術・事業・社会的受容性の視点：既存プロジェクトではVPPなど電力分野の技術実証はほぼ出来て
いるが、需要家の十分な行動変容を誘導できていない（PV過剰発電電力活用、Dynamic pricing
等）、事業性評価および事業化を支える制度（電力市場等）設計が不十分

• よく練られた社会実験計画、多様な地域での技術実証、事業性検証が必要。SIP終了後の運用体制
構築が鍵

• 学術機関、産業界、自治体の共同実施体制。当該分野（デジタル・グリーン）の人材育成にも寄与
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これまでの活動について

PD候補決定後の6月～8月の間、合計6回の会合を実施

日付/時期 会合 主な議題 出席者

6月20日 準備会合 オブザーバー研究紹介、FS実施方針/課題構成素案の共有 ●▲■〇

7月1日 第1回TF 課題計画・構成・FS実施方針素案の説明・協議 ●▲■〇△

7月19日 須藤統括ヒアリング FSの検討状況、今後のFSの進め方等について報告 ●▲■

7月27日 第2回TF 各省意見、SPD候補の選任、個別テーマのFS実施に係る決議 ●▲■〇△

8月10日 第3回TF 個別テーマのFS実施に係る決議、FSの当面の進め方について ●▲■〇△

8月31日 基礎調査キックオフ 調査分析機関との基礎調査方針・内容・留意点の共有 ●▲■□

【凡例】
●：PD候補等 ▲：内閣府 ■：研究推進法人
〇：オブザーバー △：関係省庁 □：調査分析機関 ◎：個別調査機関

※ RFI提供者へのヒアリングおよび各回TFの事前打合せ等の会合を除く
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個別テーマの選定理由、課題構成

スマートエネルギーマネジメントシステムの構築、エネルギーマネジメントシステムを支えるエネル
ギーキャリア関連技術、分散型エネルギー資源活用技術の開発に資する個別テーマを抽出

► 総合知の活用の基盤有り：EMS、デマンドレスポンス（行動変容）、電力システム、EV活用、社会
科学（経済学、イノベーション科学）、エネルギーベンチャー経営者（U3I）など多様な専門家でTFを
構成している。TFおよび個別テーマ研究者でワークショップを開催する予定。

► 自治体、大学、民間企業、様々なフィールド実証を計画に含むテーマを選定→円滑な社会実装につ
なげる

► 実施中のFSも活用して、既存の公的補助事業、国内外の先行研究との差別化を明らかにする

GBからの
要求事項

地域におけるエネルギーマネジメントシステムについて、いくつかのエリアを選んで、実証を含
むテーマを検討すること。
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検討TF実施体制：スマートエネルギーマネジメントシステム

PD候補・SPD候補・戦略C候補を中心に、オブザーバー、調査機関と連携しプロジェクトを推
進する

【オブザーバー】
岩船 由美子 東京大学 生産技術研究所 特任教授
太田 豊 大阪大学大学院 工学研究科 特任教授
岡本 浩 東京電力パワーグリッド 副社長
後藤 美香 東京工業大学 社会理工学院 教授
高橋 雅仁 電力中央研究所 グリッドイノベーション研究本部 上席研究員
竹内 純子 NPO法人国際環境経済研究所 理事・主席研究員

U3イノベーションズ合同会社 創業者・共同代表
林 泰弘 早稲田大学理工学術院 教授

浅野 浩志（PD候補/TF座長）
岐阜大学高等研究院 特任教授
電力中央研究所 研究アドバイザー
東京工業大学科学技術創成研究院 特任教授

塚本 幸辰（SPD候補：サブ課題A）
三菱電機株式会社
電力デジタルエナジーシステム開発部 部長

加藤 之貴（SPD候補：サブ課題B）

東京工業大学科学技術創成研究院 所長/教授

下田 吉之（SPD候補：サブ課題C）

大阪大学大学院 工学研究科 教授

池谷 知彦（戦略C候補）

電力中央研究所 特任役員

【PD候補】
浅野浩志

【SPD候補】
塚本幸辰
加藤之貴
下田吉之

【戦略C候補】
池谷知彦

【関係省庁】
デジタル庁
文部科学省研究開発局
農林水産省農林水産技術会議事務局
国土交通省総合政策局、住宅局、海事局
経済産業省資源エネルギー庁
環境省

【内閣府】
科学技術・イノベーション推進
事務局 統合戦略担当

【研究推進法人】
科学技術振興機構（JST）

【調査分析機関】
EYストラトジー・アンド・コンサルティング

【個別テーマ調査機関】
研究機関A、研究機関B、研究機関C ・・・ 全14機関

【オブザーバー】
下記参照

TF

【研究推進法人】
科学技術振興機構（JST）
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スマートエネルギーマネジメントシステムの課題構成

3つのサブ課題と14の個別テーマで構成している

PD候補 2022年度予算：2.0億円

エネルギー最適利用
家庭用、業務用、産業用、運輸の

エネルギー効率化技術とその最適な組み合わせ

エネルギー需給マネジメント
エネルギー生産から利用までの高分解能データの収集・
分析・予測・制御を一体で行う技術、各種データをつなぐ

プラットフォームの構築およびセキュアな運用
C-①#543,#620 
都市のデジタルツイン空間における統合的シミュレーション
技術の開発
C-②#644, #645, #648, #649
熱エネルギーマネジメントシステムの基盤技術開発と共通
化

A-①#242
公共交通と電力部門のセクターカップリング

A-②#337
再生可能エネルギーの自立化と次世代モビリティ（EV）
との連携

エネルギー生産・変換・貯蔵・輸送
P2X・水素・アンモニアなど各種エネルギーキャリアの
集中型・分散型利用等に係るマネジメント技術

B-①#16
キャンパスのカーボンニュートラルを実現する蓄電池と水素
カートリッジのモバイル搬送
B-②#560
e-fuelを用いた炭素循環型の移動体向け水素システムの
創成

データ基盤

B-③#159
系統安定化をサポートするUSPMによるインテリジェントパワ
エレシステムの開発

A-③
EVの調整力としての市場価値とレジリエンスを考慮した
VPPビジネスの事業性評価

C-⑤
自治体向けローカルエネルギープラットフォームの構築

B-④
アンモニア利用キャンパスマイクログリッド

A-④
RE100を実現する農村型VPPの開発

C-④
既存建築物に実装できるエリアエネルギーマネジメントシス
テムの開発

C-③#660
電動モビリティを含めた建物のエネルギーマネジメントシス
テムの構築

C-⑥
産業用スマートエネルギーマネジメント連携システムの開
発と実装

サブ課題Cサブ課題Bサブ課題A

SPD候補、戦略C候補

【補足】・RFI（全66件）と追加提案のあったテーマから、FSを実施するべき個別テーマを抽出（♯の隣の数字がRFI番号）
・抽出したテーマの提案者に、提案内容についてヒアリングを行い、TFにおいて個別テーマを決定

連携・地域実証 連携・地域実証
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今後の予定

年内の研究開発計画書（案）作成に向けて、残り3回の検討TFと
14のテーマ候補全体でのワークショップを開催する

日付/時期 会合 主な議題 出席者

10月7日 全体WS 個別調査実施に向けたビジョン共有、総合知に関する全体WS ●▲■〇□◎

10月下旬 第4回TF 調査結果（基礎調査、個別テーマ調査）中間報告 ●▲■〇
△□◎

11月中旬 第5回TF 調査結果（基礎調査、個別テーマ調査）とりまとめ ●▲■〇
△□◎

12月上～中旬 第6回TF 研究開発計画書（案）作成および作成状況について ●▲■〇
△□◎

【凡例】
●：PD候補等 ▲：内閣府 ■：研究推進法人
〇：オブザーバー △：関係省庁 □：調査分析機関 ◎：個別調査機関

※ 各回TFの事前打合せ等の会合等を除く
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スケジュール

検討TFをマイルストンとして研究開発計画書（案）作成に向けた調査業務を進める

関係者/タスク 1~3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月～

CTS/GB・
内閣府

TF

研究推進法人
（PM）

0次検討

実施方針

基礎的調査

個別テーマの
技術実現性等調査

研究開発計画案
作成

2022年 2023年

RFI実施・結果整理
PD候補要件・公募・審査

TFメンバー検討

仕様書
作成

調査分析
機関公募

調査分析
機関審査 個別テーマ外注

FS実施方針

FSに向けた準備

課題候補
全体の基礎
的調査検討

課題候補全体の
基礎的調査実施

個別テーマの
調査方針
検討

個別テーマの技術実現性、事業性、
社会受容性調査実施

対象とする
個別テーマ
検討

社会実装戦略検討

PJ実施体制検討
研究開発計画案検討

イメージ図検討

★TF設置

★PD候補決定

研究推進法人決定★

FS予算移替★

★SPD候補等追加

★第1回 ★第2回 ★第3回 ★第4回 ★第5回 ★第6回
キックオフ 一部個別

テーマ決定
実施方針決定 調査 中間報告

調査 とりまとめ

計画書（案）作成

★調査分析機関採択決定・契約手続

FSにおける検討事項・スケジュール等

将来像・社会課題の整理、解決方法の検討、論文・
特許・標準化傾向分析、国内外PJとの関係整理、市
場規模・事業化状況・日本の強み・弱みの分析

統合技術とのベンチマーク評価、ステークホルダーヒアリング・バリューチェーン分析、
モデル施策・趣味レーションによるPoC

★課題候補の成立性検証
（事前評価）

研究開発計画書
案作成

★

5年間の事業計画、最終/中間目標等

技術・事業面でのロードマップ・目標（BRL等の活用）
現在、基礎的調査と個別テーマのFSを並行して実施中
第4回TF以降で各調査結果の報告・確認を行い、
年内に研究開発計画書（案）を作成する

完了

▼GB（9/15）


	次期SIP課題候補�「スマートエネルギーマネジメントシステムの構築」
	本課題候補のコンセプトと社会課題解決の方向性
	エネルギーチェーンに基づくスマートエネルギーマネジメントシステム
	本SIP課題の位置付けと狙い
	これまでの活動について
	個別テーマの選定理由、課題構成
	検討TF実施体制：スマートエネルギーマネジメントシステム
	スマートエネルギーマネジメントシステムの課題構成
	今後の予定
	スケジュール

